
                           

        

  

一 

は
じ
め
に 

 

山
形
県
は
歴
史
上
、
馬
の
移
出
地

（
馬 ば

産
地

さ

ん

ち

）で
は
な
く
移
入
地
で
し
た

が
、
最
上
郡
最
上
町
（
旧
称
は
小
国
）

は
小
規
模
な
が
ら
江
戸
中
期
か
ら
二

五
〇
年
以
上
続
い
た
馬
産
地
で
し
た
。 

 
 

本
稿
は
、
多
く
の
方
々
に
、
小
国
馬

産
の
歴
史
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
で
、そ
の

概
要
を
ま
と
め
る
も
の
で
す
。 

 

二 

馬
産
の
始
ま
り
と
定
着
理
由 

 

小
国
馬
産
は
、中
世
ま
で
に
は
何
ら

か
の
形
で
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
傍
証
と
な
る
の
が
、
最

上
町
富
沢
の
富
山

と
み
や
ま

馬
頭
観
音
堂
前
に

立
つ
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）、
あ
る

い
は
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
の
建
立
と
い
わ
れ
る
「
馬

頭
観
世
音
板
碑
」（
最
上
町
指
定
文
化
財
）
で
す
。 

 

小
国
地
方
（
現
最
上
町
）
に
馬
産
が
定
着
し
た
理
由
の

一
つ
に
自
然
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
同
地
方
は
盆
地
の
周

囲
に
丘
陵
が
発
達
し
、年
間
降
水
量
が
比
較
的
多
く
草
木

の
生
長
が
速
い
反
面
、
乾
燥
し
や
す
い
土
地
柄
で
す
。
そ

の
よ
う
な
風
土
が
馬 ば

糧
り
ょ
う

の
確
保
や
馬
の
放
牧
に
は
好
都

合
で
、
馬
産
に
は
最
適
の
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。
次
い
で

歴
史
的
要
因
を
二
つ
指
摘
で
き
ま
す
。
一
つ
は
新
庄
藩
が

馬
産
の
適
地
と
し
て
同
地
方
に
保
護
奨
励
策
を
執
り
続

け
、
明
治
期
以
降
に
は
国
が
同
地
方
を
馬
政
計
画
に
組
み

込
ん
で
後
押
し
し
た
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
い
つ
も

馬
に
深
い
愛
情
を
注
ぎ
、
良
馬
生
産
に
取
り
組
ん
だ
小
国

地
方
の
人
々
の
厚
い
思
い
（
熱
意
）
で
す
。 

 
 三 

新
庄
藩
時
代
の
小
国
馬
産 

小
国
郷
（
現
最
上
町
）
を
拠
点
と
し
た
新
庄
藩
の
馬
産

が
確
立
し
た
の
は
、
同
藩
二
代
藩
主
の
戸
沢
政 ま

さ

誠 の
ぶ

の
時
代
。

政
誠
は
同
郷
の
黒
沢
村
と
前
森
原
に
牧
場
を
開
き
、ま
た

奥
州
（
陸
奥
の
国
）
か
ら
優
良
牝 ひ

ん

牡 ぼ

（
雌
雄
）
馬
二
〇
数

頭
を
導
入
し
て
、郷
内
適
所
に
放
牧
し
馬
産
を
奨
励
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
本
格
的
な
小
国
馬
産
の
始
ま
り
で
し
た
。 

（
一
）
藩
の
馬
産
の
仕
組
み
と
保
護
奨
励
策
の
一
端 

新
庄
藩
は
、
優
良
馬
を
小
国
郷
に
導
入
す
る
一
方
、
藩

の
馬
産
に
関
わ
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。藩
の
重
臣

を
任
命
し
た
御
馬
方
支
配
頭
が
管
轄
す
る
役
所
の
「
御
厩

お
ん
う
ま
や

」

を
設
け
て
、
御
厩
締
役

お
ん
う
ま
や
し
め
や
く

以
下
、
御
馬
乗
方
・
馬
形
方

ば
ぎ
ょ
う
か
た

・
馬
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１ 



医
な
ど
十
一
種
の
役
職
を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
国

郷
民
で
馬
に
つ
い
て
詳
し
い
者
一
～
三
名
を
馬
産
推
進

役
の
「
駒
頭

こ
ま
が
し
ら

」
に
任
命
し
ま
し
た
。
駒
頭
は
庄
屋
が
兼

務
す
る
こ
と
が
多
く
、
代
官
支
配
下
で
馬
関
係
全
般
を
取

り
仕
切
っ
た
村
方
役
人
で
す
。
藩
で
は
こ
れ
ら
諸
役
人
を

配
置
し
て
、
小
国
馬
産
を
掌
握
し
統
制
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

新
庄
藩
で
は
牝
馬

ひ

ん

ば

（
雌
馬
）
を
駄
馬

だ

ば

、
牡
馬

ぼ

ば

（
雄
馬
）

を
駒
と
呼
び
ま
し
た
。
藩
は
小
国
郷
内
の
す
べ
て
の
駄
馬

を
確
認
し
、
優
良
駄
馬
は
「
御
留
駄

お
ん
と
め
だ

馬 ば

」
に
指
定
し
て
保

護
し
、
郷
外
移
出
を
禁
止
し
ま
し
た
。
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
に
は
、
郷
内
総
駄
馬
一
八
二
五
頭
の
約
二
七
％
が

御
留
駄
馬
で
し
た
。
一
般
駄
馬
の
一
部
は
「
立 た

て

馬 う
ま

」
と
い

わ
れ
た
馬
小
作
で
、
子
取
り
用
に
新
庄
領
内
外
へ
貸
し
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
馬
の
種
付
け
は
「
父
寄
せ
」
と
い

い
、
そ
の
牡
馬
を
父
馬
、
牝
馬
を
父
寄
せ
駄
馬
と
呼
び
ま

し
た
。
小
国
郷
内
の
父
馬
は
四
〇
頭
ほ
ど
で
、
藩
主
の
乗

馬
を
払
下
げ
て
貸
付
け
た
御
召

お
ん
め
し

父 ち
ち

馬 う
ま

、
半
御
召
父
馬
、
並

み
馬
の
区
分
が
あ
り
ま
し
た
。
御
召
父
馬
に
は
終
生
、
年

に
大
豆
四
俵
半
が
支
給
さ
れ

ま
し
た
。 

（
二
）
小
国
郷
の
駄
馬
と 

出
生
馬 

表
１
か
ら
、
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）
と
文
政
十
年
（
一
八

二
七
）
の
場
合
、
新
庄
領
内
の

馬
は
大
部
分
が
最
上
郡
内
の

馬
で
、
そ
の
う
ち
小
国
郷
の
馬

は
馬
産
に
不
可
欠
な
駄
馬
だ

け
で
も
二
〇
〇
〇
頭
前
後
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
表
２
か
ら
は
馬
産
が
小
国

郷
全
村
で
の
取
り
組
み
だ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
郷
外

へ
の
立
馬
も
あ
っ
た
の
で
、
表

２
の
全
頭
数
が
郷
内
で
の
飼

育
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
文
政

十
年
当
時
、
十
三
ヶ
村
・
八
二

六
戸
の
小
国
郷
で
は
一
戸
平

均
二
・
五
五
頭
も
の
駄
馬
を
所

有
し
、
馬
産
に
勤
し
ん
で
い
た

の
で
す
。
こ
れ
は
藩
政
下
の
小

国
馬
産
隆
盛
期
の
一
端
を
伝

え
る
数
値
と
い
え
ま
す
。 

 

藩
政
期
の
出
生
馬
数
が
判

明
す
る
無
欠
損
の
史
料
は
伝
  

表１ 文化及び文政期の新庄領内馬頭数                 （単位は頭） 

年  度 上小国郷 下小国郷 最上郡他郷計 最上郡内計 谷地2郷計 総 計 

文化  9年(1812) 1,178 780 2,160 4,118 (180）  (4,298) 

文政10年(1827) 1,303(0) 806(0) 1,517(462) 3,626(462) 301(2)  4,391    

 

 

 

 

 

表2 文政10年の小国郷村別駄馬(雌馬)頭数 

村  名 頭  数 戸  数 １戸当り 村  名 頭  数 戸  数 １戸当り 

本城村 193 88 2.19 法田村 215 103 2.09 

向町村 165 93 1.77 東法田村 194 56 3.46 

黒沢村 103 29 3.55 志茂村 205  96 2.14 

若宮村  84 42 2.00 大堀村 122 62 1.97 

上若宮村  40  7 5.71 月楯村  70 47 1.49 

満沢村 107 46 2.33 下小国郷計 806 364 2.21 

富沢村 545 140 3.89 小国郷総計 2,109 826 2.55 

堺田村  66 17 3.88  

上小国郷計 1,303 462 2.82 

 

 

 

写真２ 「駒頭辞令」 

（最上町月楯 菅家文書） 

写真提供 最上町教育委員会 

最上町教育委員会 

注.１ 文政１０年の（ ）外は駄馬（雌馬）の頭数、（ ）内は駒（雄馬）の頭数で、総計は両者の合計値です。 文化９年は、典拠と

した史料には雌雄別の記載はありません。 

注.２ 典拠は、文化９年が吉村本『新庄領村鑑』、文政１０年が『新庄領総高控』。文化９年の谷地郷数値は典拠史料記載値が文化１２ 

年となっています。したがって、同年総計は仮の総計値です。 

 

注.１ 典拠は表１と同じ 

史料です。 

注.２ 上若宮村とは豊田       

村のことです。 

注.３ １戸当りの馬頭数 

     は、小数点以下第３ 

位を四捨五入した数 

値です。 

２ 



わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
期
以
降
の
史
料
と
昭
和
期
の

馬
産
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
小
国
馬
産
で
年
々
種
付
け

で
き
た
牝
馬
は
総
牝
馬
の
六
〇
％
ほ
ど
で
、
出
産
牝
馬
は

種
付
け
馬
の
約
三
〇
％
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
比
率
を

文
政
十
年
駄
馬
総
数
二
一
〇
九
頭
に
適
用
す
る
と
、
出
生

馬
は
三
八
〇
頭
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
村
分
欠
の
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）「
駒
当
歳
相
改
帳
」（
最
上
町
月
楯
の

菅
家
文
書
）
で
は
駒
出
生
数
が
一
二
一
頭
で
し
た
。
年
出

生
馬
を
雌
雄
同
数
と
仮
定
す
れ
ば
、
同
年
の
出
生
馬
総
頭

数
は
、
欠
損
分
も
含
め
二
五
〇
頭
ほ
ど
と
推
測
で
き
ま
す
。 

藩
政
末
期
に
小
国
郷
の
駄
馬
は
減
り
ま
し
た
が
、
上
記

の
推
量
か
ら
藩
政
期
の
小
国
馬
産
の
出
生
馬
数
は
、
多
い

年
で
四
〇
〇
頭
ほ
ど
、
少
な
い
年
で
二
〇
〇
頭
前
後
だ
っ

た
と
推
察
で
き
ま
す
。 

（
三
）
馬
市
と
小
国
駒
の
移
出 

子
馬
は
春
先
に
出
生
し
ま
す
。
毎
年
、
新
庄
藩
で
は
六

月
に
な
る
と
馬
医
と
他
の
御
厩
役
人
を
小
国
郷
に
派
遣

し
、
新
生
馬
の
血
統
・
毛
色
・
特
徴
等
を
入
念
に
検
査
し

ま
し
た
。
同
藩
の
馬
産
推
進
の
鉄
則
は
、
優
良
駄
馬
を
小

国
郷
に
留
め
、
か
つ
藩
公
用
馬
を
確
保
し
、
駒
を
主
に
し

て
御
留
駄
馬
以
外
の
駄
馬
も
移
出
（
販
売
や
献
上
）
し
、

藩
の
利
益
確
保
（
税
収
や
名
声
の
獲
得
等
）
に
資
す
る
こ

と
で
し
た
。 

 

八
月
に
は
、
東
小
国
郷
向
町
村
で
お
日 ひ

市 ち

（
馬
市
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
生
二
年
目
の
一
〇
〇
～
二
〇
〇
頭

前
後
の
駒
が
中
心
の
馬
市
で
し
た
。
お
日
市
で
は
最
初
に

お
召
上
げ
（
藩
の
買
い
上
げ
）
が
あ
り
、
そ
の
後
に
一
般

馬
の
競
売
に
移
り
ま
し
た
。お
召
上
げ
馬
は
高
値
で
し
た

が
、
藩
雑
税
の
馬
形
銭
の
課
税
は
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
馬
の
競
り
に
は
新
庄
領
内
外
か
ら
多
く
の
馬
喰

ば
く
ろ
う

が
参

集
し
ま
し
た
。明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
お
日
市
で
は
、

最
上
郡
内
や
山
形
近
辺
、
仙
台
領
等
の
馬
喰
二
二
名
が
四

五
頭
の
馬
を
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。
向
町
の
馬
市
は
、
藩

政
期
か
ら
昭
和
戦
後
ま
で
一
貫
し
て
地
元
産
馬
だ
け
の

出
場
で
市
を
開
催
で
き
た
、
山
形
県
内
で
は
唯
一
の
馬
市

で
し
た
。 

 

小
国
産
馬
の
多
く
は
お
日
市
で
売
買
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
に
は
藩
主
か
ら
徳
川
幕
府
へ
の
献
上
馬
も
あ
り
、江
戸

や
越
前
地
方
へ
移
出
さ
れ
た
駒
、
郷
民
に
牽
引
さ
れ
て
行

き
江
戸
で
売
ら
れ
た
馬
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
国
郷

と
尾
花
沢
間
の
背
坂

せ
な
ざ
か

峠
に
、
加
州
（
加
賀
。
現
石
川
県
南

部
）
の
人
が
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
建
立
し
た
馬
頭

観
世
音
碑
も
、
小
国
駒
の
加
賀
地
方
へ
の
移
出
を
物
語
る

石
碑
だ
ろ
う
と
推
察
で
き
ま
す
。 

 

四 

明
治
期
以
降
の
小
国
馬
産 

 

明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
で
新
庄
藩
は
消
滅
し
ま
し

た
が
、小
国
馬
産
は
そ
の
後
も
九
十
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。 

（
一
）
停
滞
か
ら
新
た
な
歩
み
へ 

新
庄
藩
の
消
滅
は
、
小
国
馬
産
に
は
大
き
な
打
撃
で
し

た
。
馬
産
は
続
き
ま
し
た
が
、
向
町
馬
市
の
中
断
、
そ
れ

に
よ
る
子
馬
の
諸
方
へ
の
勝
手
な
売
り
払
い
等
、
馬
産
状

況
は
大
き
く
混
乱
し
、小
国
馬
産
は
一
時
的
に
停
滞
し
ま

し
た
。
一
方
、
明
治
新
政
府
は
洋
種
馬
導
入
で
馬
匹

ば

ひ

つ

改
良

と
牧
畜
業
を
目
指
す
多
頭
飼
育
を
奨
励
し
ま
し
た
。戸 こ

飼 が

い
の
小
規
模
飼
育
が
伝
統
の
小
国
郷
の
人
々
は
、
そ
の
馬

産
方
式
に
馴
染
め
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。と
こ
ろ
が
、

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
三
島
県
令
の
勧
業
方
針
で

旧
来
の
小
国
方
式
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
で
、
馬
産
再
興
の

気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
同
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
小

国
産
馬
組
合
が
結
成
さ
れ
、小
国
馬
産
の
新
た
な
歩
み
が

始
ま
り
ま
す
。 

（
二
）
組
合
結
成
後
の
動
き
と
馬
頭
数 

組
合
結
成
の
翌
年
、
明
治
十
七
年
に
向
町
の
馬
市
が
再

開
し
ま
し
た
。
同
二
十
二
年
に
東
・
西
小
国
村
が
誕
生
し

ま
す
が
、
両
村
一
体
で
馬
産
を
推
進
し
、
同
二
十
五
年
に

は
両
村
域
が
国
の
軍
馬
購
買
地
に
指
定
さ
れ
ま
す
。以
後
、

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
の
小
国
馬
産
の
最
大
目

標
は
、
産
馬
の
軍
馬
買
い
上
げ
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
の

方
針
で
馬
産
組
織
の
編
成
替
え
が
進
め
ら
れ
、小
国
産
馬

組
合
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
最
上
郡
産
馬
組
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合
小
国
支
部
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
同
郡
産
馬
畜

産
組
合
小
国
支
部
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
は
、

同
郡
馬
匹
組
合
小
国
支
部
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
名
称
が
変
わ
っ
て
も
、
小
国
支
部
域
（
東
・
西
小

国
村
）
は
旧
来
通
り
山
形
県
随
一
の
馬
産
地
で
し
た
。 

 

明
治
期
後
半
か
ら
昭
和
戦
時
中
ま
で
、組
織
替
え
や
県

有
種
馬
の
交
付
な
ど
諸
施
策
の
実
施
で
、
馬
産
の
体
制
整

備
と
馬
の
増
産
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
種 し

ゅ

牡
馬

ぼ

ば

は
、
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
は
個
人
有
の
み
で
東
・
西
小

国
両
村
で
六
八
頭
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
正
・
昭
和
期

に
な
り
、
個
人
有
か
ら
国
有
と
県
有
の
種
牡
馬
に
移
行
し

て
い
き
ま
す
。
一
方
、
両
村
の
種 し

ゅ

牝
馬

ひ

ん

ば

総
頭
数
は
、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
一
七
六
八
頭
で
し
た
が
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
八
一
五
頭
と
、
大
正
期
に

大
幅
に
減
少
し
ま
す
。
そ
の
後
、
直
接
の
史
料
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
馬
市
出
場
の
二
歳
駒
頭
数
か
ら
類
推
す
る
と
、

昭
和
四
、
五
年
頃
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
た
よ
う
で
す
。 

（
三
）
向
町
馬
市
と
軍
馬
購
買 

明
治
十
七
年
の
再
開
後
、
馬
単
一
競
り
市
の
向
町
馬
市

は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。
開

催
日
は
大
抵
、
十
月
十
三
日
～
十
五
日
の
三
日
間
で
、
軍

馬
購
買
と
一
般
馬
の
競
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。軍
馬
購
買

で
は
購
買
官
が
二
日
目
午
前
中
ま
で
の
各
種
検
査
で
候

補
馬
を
し
ぼ
り
、買
い
上
げ
は
そ
の
日
の
午
後
か
ら
で
し

た
。
一
般
馬
の
競
売
は
一
日
目
か
ら
で
し
た
が
、
軍
馬
買

い
上
げ
に
な
る
と
競
り
場
は
に
わ
か
に
活
気
づ
き
ま
し

た
。
軍
馬
買
い
上
げ
で
は
、
購
買
官
が
威
勢
の
良
い
声
で

並
外
れ
た
高
値
を
つ
け
て
買
い
上
げ
、
そ
の
声
を
「
軍
馬

の
ひ
と
声
」
と
い
い
ま
し
た
。 

 

向
町
馬
市
で
は
年
々
、
一
二
〇
頭
か
ら
二
〇
〇
頭
ほ
ど

の
馬
が
売
買
さ
れ
、
そ
の
六
〇
％
前
後
が
二
歳
駒
で
し
た
。

競
り
頭
数
が
特
に
多
か
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一

九
〇
八
）
の
二
八
八
頭
（
内
二
歳
駒
は
一
八
九
頭
）、
同

四
十
年
の
二
六
六
頭
（
同
一
五
八
頭
）、
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
の
二
六
二
頭
（
同
一
四
六
頭
）
で
し
た
。
東
・

西
小
国
村
域
が
軍
馬
購
買
地
と
な
っ
た
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
の

五
三
年
間
に
、
軍
馬
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
小
国
産
馬
の
総

頭
数
は
八
三
六
頭
で
、
最
高
値
は
九
〇
〇
円
で
し
た
。
農

林
省
や
競
馬
協
会
の
購
入
馬
は
一
二
〇
〇
円
と
、
さ
ら
に

高
値
で
し
た
。
買
い
上
げ
頭
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
向
町
馬
市
の
軍
馬
買
い
上
げ
率
は
、
国
内
有
数
の

馬
産
県
だ
っ
た
青
森
県
の
平
均
買
い
上
げ
率
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
小
国
地
方
は
大
馬
産
地
に

引
け
を
取
ら
な
い
水
準
の
馬
産
地
だ
っ
た
と
い
え
そ
う

で
す
。 

向
町
馬
市
は
、
小
国
地
方
最
大
の
行
事
で
あ
り
祭
り
で

し
た
。
馬
主
や
馬
市
に
出
る
馬
に
と
っ
て
は
「
晴
れ
」
の

日
で
、
人
も
馬
も
着
飾
っ
て
馬
市
に
出
向
き
ま
し
た
。
馬

市
の
三
日
間
は
、向
町
の
街
路
両
側
に
び
っ
し
り
並
ん
だ

露
店
で
様
々
な
品
物
が
売
ら
れ
、
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。馬
市
は
小
国
地
方
の
人
々
が
降
雪
期
前
に
越
冬
品

を
買
い
揃
え
る
の
に
好
都
合
な
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

五 

馬
産
の
終
末 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
で
軍
隊
が
解
散
さ

れ
、
軍
馬
は
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
軽
種
の
乗
用
馬
か
ら

中
間
種
の
農
耕
馬
に
馬
種
を
移
し
、戦
後
も
小
国
馬
産
は

続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
に
耕
運
機
を
は

じ
め
各
種
の
農
用
機
械
が
普
及
し
、農
耕
馬
の
需
要
は
激

減
し
ま
し
た
。
馬
産
地
の
最
上
町
に
も
急
に
馬
が
い
な
く

な
り
、
昭
和
三
十
七
年
頃
を
境
に
、
家
畜
市
場
に
馬
が
全

く
出
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
小
国
馬
産
の

幕
は
閉
じ
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

六 

お
わ
り
に 

 

以
上
に
小
国
馬
産
史
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
ま
し
た
。
本

稿
に
目
を
通
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
何
か
し
ら
裨
益
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
最
上
町
の
馬
産
の
歴
史
を
少
し

で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
た
よ
う
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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一 

は
じ
め
に 

山
形
県
の
県
史
編
さ
ん
は
、
明
治
初
期
の
太
政
官
修
史

局
の
通
達
を
受
け
て
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
か
け
て
進
達
さ
れ
た
『
山

形
縣
史
』
九
巻
の
時
と
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
山
形
縣
史
』
四
巻
の
時
、
そ
し
て
昭
和
三
十

一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に

か
け
て
実
施
さ
れ
た
『
山
形
県
史
』
の
編
さ
ん
と
、
三
度

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
三
度
目
と

な
っ
た
昭
和
三
十
一
年
か
ら
始
ま
る
県
史
編
さ
ん
事
業

と
最
初
の
県
史
刊
行
ま
で
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 

二 

県
史
編
さ
ん
が
始
ま
る 
 

安
孫
子
藤
吉
知
事
は
県
政
運
営
上
、
過
去
の
県
史
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
し
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十

八
日
、
当
時
の
企
画
審
議
室
に
『
山
形
県
史
』
の
編
さ
ん

を
命
じ
、
県
史
編
纂
室
（
係
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
五
月
三
十
一
日
の
山
形
新
聞
夕
刊
に
は
、「『
山
形

県
史
』
つ
く
る
―
企
画
審
、
完
結
ま
で
に
五
年
―
」
の
見

出
し
で
、
県
史
編
さ
ん
開
始
を
伝
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
記
事
に
は
、
各
論
『
産
業
編
』『
県
政
、
議
会

編
』『
土
木
、
交
通
編
』『
そ
の
他
』
及
び
本
論
（
上
代
、

中
古
、
近
世
、
現
代
）
と
な
れ
ば
少
な
く
と
も
五
年
は
か

か
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
、安
孫
子
知
事
は
必
ず
し
も
知

事
在
任
中
に
完
成
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、今
後
の
歴

代
知
事
の
参
考
に
供
し
た
い
意
向
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す
。 

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
一
月
二
十
三
日
に
、
企

画
審
議
室
は
「
山
形
県
県
史
編
さ
ん
執
務
要
領
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
月
に
は
、
県
史
編
さ
ん
委
員
会
が

設
け
ら
れ
、編
さ
ん
委
員
に
は
元
県
立
図
書
館
長
の
平
沢

東
貫
氏
、
郷
土
史
家
の
川
崎
浩
良
氏
、
山
形
大
学
教
授
の

長
井
政
太
郎
氏
、
柏
倉
亮
吉
氏
な
ど
十
名
を
任
命
し
、
編

さ
ん
委
員
会
や
連
絡
会
議
に
お
い
て
検
討
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。 

 

 
同
年
四
月
、
企
画
審
議
室
に
県
史
編
さ
ん
主
幹
、
主
査

一
名
、
主
事
一
名
、
雇
一
名
、
筆
耕
四
名
を
配
置
し
、
県

史
編
さ
ん
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。様
々

な
会
議
や
準
備
を
経
て
、
大
枠
の
内
容
と
し
て
通
史
や
産

業
、
文
化
な
ど
全
十
三
巻
の
刊
行
と
し
、
事
業
完
了
は
昭

和
四
十
七
年
度
と
設
定
し
ま
し
た
。 

編
さ
ん
事
業
は
、
資
料
の
所
在
確
認
か
ら
始
め
、
県
内

の
役
場
や
大
庄
屋
だ
っ
た
旧
家
、
県
外
で
は
東
京
か
ら
北

海
道
に
わ
た
っ
て
各
地
の
図
書
館
や
大
学
の
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
資
料
調
査
を
進
め
る
中

で
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
八
日
の
山
形
市

北
部
大
火
で
県
庁
舎
な
ど
が
焼
け
た
た
め
、
明
治
以
降
の

貴
重
な
資
料
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

資
料
の
調
査
や
収
集
に
お
い
て
苦
慮
し
た
よ
う
で
す
。 

県
史
編
さ
ん
当
初
は
、農
業
県
で
あ
る
本
県
の
実
情
に

鑑
み
、本
篇
農
業
編
の
早
期
刊
行
を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た

が
、
全
体
の
調
整
な
ど
様
々
な
事
情
で
、
こ
れ
を
短
期
間

に
編
集
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
、
本
篇
農
業
編

の
刊
行
は
、昭
和
四
十
年
代
へ
ず
れ
込
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
資
料
篇
（
明
治
初
期
）
の
編
さ
ん
に
重

点
を
置
い
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、明
治
初
期

の
資
料
も
極
め
て
乏
し
い
た
め
、
難
し
い
編
さ
ん
事
業
だ

っ
た
よ
う
で
す
。 

各
編
さ
ん
委
員
や
事
務
担
当
者
等
の
努
力
と
苦
心
に

よ
っ
て
、
個
々
の
課
題
も
次
第
に
克
服
さ
れ
て
い
き
、
ま

た
内
閣
文
庫
（
現
在
の
国
立
公
文
書
館
）
に
山
形
県
の
貴

重
な
資
料
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
全

体
の
見
通
し
も
立
っ
た
こ
と
で
、
編
さ
ん
作
業
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
。
必
要
な
資
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

昭
和
三
十
一
年
か
ら 

県
史
編
さ
ん
始
ま
り
の
頃 
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や
写
真
と
し
て
保
存
、
さ
ら
に
浄
書
も
完
成
し
た
こ
と
で

本
格
的
な
執
筆
作
業
に
入
り
ま
し
た
。 

 三 

資
料
篇 
第
一
巻
の
刊
行 

 

県
史
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
四
年
後
の
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
四
月
十
日
に
、
最
初
の
県
史
と

な
る
『
山
形
県
史
』
資
料
篇 

第
一
巻 

明
治
初
期
上
が
刊

行
と
な
り
ま
し
た
。 

刊
行
に
先
立
ち
、
同
年
三
月
十
五
日
発
行
の
『
県
民
の

あ
ゆ
み
』
第
一
六
五
号
に
、「
活
字
に
な
る
山
形
県
の
歴

史
」
の
題
で
県
史
の
刊
行
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
「（
前
略
）
今
回
刊
行
の
「
資
料
編
の
一
」
は
、
現
在

の
山
形
県
に
ま
と
め
ら
れ
る
明
治
九
年
八
月
以
前
の
、
置

賜
、
山
形
、
酒
田
の
三
県
に
分
れ
て
い
た
、
本
県
の
出
発

時
の
重
要
な
文
献
を
収
め
て
い
る
も
の
で
、
当
時
は
現
在

よ
り
も
辺
境
と
い
わ
れ
て
い
た
出
羽
路
の
人
々
が
ど
ん

な
に
意
気
と
良
識
を
盛
り
上
ら
せ
て
い
た
か
を
、
生
き
生

き
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
後
略
）」
と
あ
り
ま
す
。 

同
年
三
月
十
二
日
付
『
山
形
新
聞
』
の
紙
面
に
も
大
き

く
掲
載
さ
れ
、「
〝
明
治
の
や
ま
が
た
〟
活
字
に
」「
や
さ

し
い
文
章
で
原
典
に
忠
実
な
資
料
編
（
第
一
巻
）」
の
見

出
し
で
、
県
民
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

四 

お
わ
り
に 

県
史
編
さ
ん
が
始
ま
っ
た
頃
の
様
子
を
辿
っ
て
み
ま

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
本
県
の
貴
重
な
歴
史
や
文
化
を
後

世
に
永
く
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り

と
愛
着
を
育
も
う
と
し
た
こ
と
、

編
さ
ん
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
編

さ
ん
委
員
や
事
務
局
の
方
々
が
想

像
を
超
え
た
苦
労
と
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 長

い
年
月
と
多
く
の
人
々
の
努

力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
県
史
を
、

広
く
県
民
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
歴
史
や
文
化
の
継
承
、
県
や
地

域
の
発
展
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

 

年 月 日 県 史 編 さ ん の 動 き 

昭和３１年（１９５６）  

５月２８日 

    １１月 １日 

・県部長会議で「山形県史〔仮称〕編纂要綱試案」を決定する。 

・県史編さんのため、県史編纂室（係）を設ける。 

・県企画審議室に県史編さん係（職員３名、雇１名）を新設、専任嘱託員２名を配置する。 

昭和３２年（１９５７） 

１月２３日 

          ２月 １日 

 

 

２月２７日 

          ４月 １日 

 

         ４月１６日 

・「山形県県史編さん執務要領」を定め、県史編さん委員会などの編さん機構を盛り込むとともに、企画審

議室において編さんするとした。通史、産業、文化など全１３巻の計画とした。 

・「県史編さん委員会」（委員長 県企画審議室長）、「県史編さん員」を設置する。 

・「県史編さん委員会」は県史編さんの方針、計画の樹立について所管し、「県史編さん員」は学識経験者で

構成し、執筆なども担当する。県史編さん委員による連絡会議を随時開催し、検討協議を行う。 

・第１回県史編さん委員会を開催、県史編さん執務要領、編さんする県史の選定などについて協議する。 

・企画審議室に県史編さん主幹、主査１名、主事１名、雇１名、筆耕４名を設置する。 

・県史の発刊計画として全１３巻、事業完了は昭和４７年度とする。 

・県史編さん連絡会議を開催、本篇１農業編を最初に発刊することを決定する。 

昭和３３年（１９５８） 

１１月  １日 

・県史編さん委員会において、本篇農業編を再構成して拓殖編、畜産・水産・蚕糸・林業編も合わせて計画

すること、資料篇についても委員から早期刊行の要望が出される。 

昭和３５年（１９６０）  

４月１０日 
・県史創刊号となる『山形県史』資料篇 第１巻 明治初期上を発刊する。  

 

 表１ 県史編さんが始まった頃の動き 

 

写
真
２ 

『
山
形
県
史
』
資
料
篇 

第
一
巻
か
ら
第
六
巻 

６ 



     

一 

は
じ
め
に 

 

明
治
三
十
年
代
以
降
、
日
本
は
急
速
に
近
代
化
、
資
本

主
義
化
が
進
み
、
各
地
で
鉄
道
や
工
場
が
建
設
さ
れ
て
土

地
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
史
蹟
（
跡
）、
名
勝
、
天
然
紀
（
記
）
念
物
な

ど
、
主
に
土
地
に
結
び
つ
い
た
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
京

帝
国
大
学
で
国
史
学
教
室
を
主
宰
し
て
い
た
黒
板
勝
美

ら
が
中
心
と
な
り
保
存
運
動
が
広
ま
っ
て
い
き
、
そ
の
流

れ
を
受
け
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
一
日
、
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
が
施
行
と
な
り
ま
し
た
。 

山
形
県
で
も
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一
月
十

日
に
山
形
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
施
行
細
則
・

同
調
査
会
規
程
が
施
行
と
な
り
、
当
時
の
県
内
務
部
長
が

会
長
、
学
務
課
長
が
副
会
長
を
務
め
、
調
査
委
員
に
よ
っ

て
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。調
査
を
ま
と
め
た
報
告
は

第
一
輯
か
ら
十
二
輯
ま
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
一
輯
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

 二 

『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
一
輯
か
ら 

 

本
報
告
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月
に
刊
行

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

序 

言 

（
山
形
県
） 

凡 

例 

目 

次 

 
 
 
 

史
跡 

 
 
 
 
 
 

二
十
七
件 

 
 
 
 

名
勝 

 
 
 
 
 
 
 

十
一
件 

 
 
 
 

天
然
記
念
物 

 
 
 
 

十
一
件 

 
 
 
 

凸
版
並

木
版 

 
 
 
  

 

八
枚
掲
載 

 
 
 
 

写
真
目
次 

 
 
 
 
 

五
十
枚
掲
載 

 
 
 
 

口
絵 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
枚
掲
載 

 
 
 
 
 
 
 
 

全 

百
三
十
八
ペ
ー
ジ 

 

巻
頭
の
序
言
か
ら
、
山
形
県
と
し
て
の
方
針
・
考
え
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
下
紹
介
し
ま
す
。 

序 

言 

我
が
山
形
縣
は
東
北
の
一
隅
に
僻 へ

き

在 ざ
い

す
と
雖
も
、
文

化
早
く
闢
け
頗

す
こ
ぶ

る
史
蹟
に
富
み
、
且
つ
山
容
水
態
他

に
秀
て
ゝ
景
勝
の
地
亦
多
し
。
曩 さ

き

に
内
務
省
の
史
蹟
名

勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
を
發
布
せ
ら
る
ゝ
や
、
本
縣
亦

之
に
基
き
て
調
査
機
關
を
設
け
、
委
員
を
任
命
し
て
之

れ
が
調
査
を
委
囑
せ
り
。
本
書
を
收
む
る
所
は
此
等
調

査
委
員
の
提
出
に
係
る
報
告
に
し
て
、
固
よ
り
縣
下
の

一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
而
も
尚
ほ
將
來
の
研
究
を
要
す
べ

き
も
の
尠

す
く
な

か
ら
ず
、
爾 じ

後ご

益
々
調
査
研
究
の
歩
を
進

め
、
漸
次
其
の
結
果
を
報
告
し
、
史
蹟
保
存
の
主
旨
を

徹
底
せ
ん
と
す
。 

 
 

想
ふ
に
光
輝
あ
る
國
史
の
遺
蹟
を
尊
重
し
、
自
然
の

天
惠
に
賴
れ
る
名
勝
、
並
に
天
然
紀
念
物
を
保
存
し
、

之
れ
に
依
り
て
我
が
祖
先
の
文
化
活
動
の
歷
史
を
語

り
、
或
は
先
人
の
遺
績
を
偲
び
て
精
神
修
養
に
資
し
、

益
々
鄕
土
愛
重
の
念
を
敦
か
ら
し
む
る
は
、
國
民
性
の

涵
養
上
尤
も
緊
要
の
事
に
屬 ぞ

く

す
。
茲 こ

こ

に
本
書
を
刋
行
し

汎
く
之
を
關
係
者
に
頒
つ
は
、
蓋 が

い

し
史
蹟
保
存
宣
揚
を

完
う
し
て
、我
國
の
文
化
に
寄
與
せ
ん
と
す
る
の
意
に

外
な
ら
ざ
る
な
り
。
希
く
は
縣
民
一
致
克
く
此
の
意
を

諒
り
ょ
う

と
し
て
、
縣
下
斯
種
の
保
存
顕
彰
に
關
し
、
更
に

一
段
の
力
を
效
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。 

 
 

大
正
十
四
年
十
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山 

形 

縣 

掲
載
さ
れ
た
報
告
は
、
表
１
の
と
お
り
全
四
十
九
件
を

数
え
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
三
種
に
分
か
れ
、

①
所
在
地
・
②
現
状
・
③
由
来
・
④
保
存
方
法
の
調
査
項

目
に
基
づ
き
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
写
真
や
絵
が

セ
ッ
ト
に
な
り
、一
つ
の
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。中
で
も
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
写
真
や
絵
は
と
て

も
貴
重
で
す
。 

《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
所
蔵
》 

 

『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
一
輯

し
ゅ
う 

写真１  

『史蹟名勝天然紀念物調査報告』

第一輯 表紙 

７ 



例
え
ば
写
真
２
の
右
下
は
、「
山
形
城
址
」
の
大
手
門

で
、
明
治
初
期
の
状
況
を
写
し
た
も
の
で
す
。
大
手
門
復

元
事
業
の
時
に
参
考
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
城
内

に
は
か
な
り
背
の
高
い
樹
木
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。
図
１
は
天
然
記
念
物
「
駒
草
」
の
石
版
画
（
リ
ト

グ
ラ
フ
）
で
す
。
植
物
と
し
て
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
彩

色
の
上
、
全
体
像
と
と
も
に
、
個
々
の
部
位
や
構
造
に
つ

い
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

三 

「
山
形
の
宝
」
を
守
り
伝
え
る 

 

今
回
紹
介
し
た
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』

第
一
輯
に
掲
載
さ
れ
た
四
十
九
件
の
報
告
は
、ま
さ
に
山

形
県
内
に
残
さ
れ
て
い
る「
宝
」と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

現
在
も
こ
れ
ら
の
宝
は
、
国
宝
・
国
や
県
の
史
跡
・
重
要

文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
て
、大
切
に
守
ら
れ
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
序
言
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
私
た
ち
が
こ
の

貴
重
な
「
山
形
の
宝
」
を
守
り
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
語

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
先

人
に
思
い
を
馳
せ
、
学
ぶ
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
ふ
る
さ
と

山
形
へ
の
郷
土
愛
が
醸
成
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

           

 

   

史 

跡 

・
山
形
城
址 

 
 
 

・
月
岡
城
址 

 
 
 

・
立
石
寺 

・
若
松
觀
音
堂 

 
 

・
吉
祥
院 

 
 
 
 

・
寒
河
江
城
址 

・
慈
恩
寺 

 
 
 
 

・
玉
野
原 

 
 
 
 

・
東
根
城
址 

・
新
庄
城
址 

 
 
 

・
米
澤
城
址 

 
 
 

・
興
讓
館
遺
址 

・
直
江
兼
續
夫
妻
墓 

・
武
田
信
淸
墓 

 
 

・
覺
範
寺
址 

・
切
支
丹
塚 

 
 
 

・
資
福
寺
址 

 
 
 

・
瑞
龍
院 

・
藤
島
城
址 

 
 
 

・
蝦
夷
館 

 
 
 
 

・
鶴
ヶ
岡
城
址 

・
致
道
館 

 
 
 
 

・
石
敢
當 

 
 
 
 

・
念
珠
關
址 

・
松
山
城
々
門 

 
 

・
北
畠
顯
信
祈
願
所 

・
河
村
瑞
軒
倉
庫
址 

 

名 

勝 

・
千
歳
山 

 
 
 
 

・
大
沼
の
浮
島 

 
 

・
最
上
川
附

三
難
所 

・
白
絲
の
瀧 

 
 
 

・
林
泉
寺
林
泉 

 
 

・
法
泉
寺
法
泉 

・
出
羽
の
三
山 

 
 

・
鹽
俵
岩 

 
 
 
 

・
暮
坪
の
立
岩 

・
鼠
ヶ
關
辨
天
島 

 

・
酒
田
日
和
山 

 

天
然
記
念
物 

・
本
鄕
の
神
代
榧 

 

・
左
澤
の
大
槭
樹 

 

・
東
根
の
大
欅 

・
久
保
の
櫻 

 
 
 

・
蛇
塚
の
大
桑 

 
 

・
神
路
坂
の
樹
林 

・
石
山
の
大
杉 
 
 

・
湯
田
川
の
公
孫
樹 

・
駒
草 

・
鳥
海
ふ
す
ま 

 
 

・
や
ま
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 

四
十
九
件 

表
１ 

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
一
覧 

 

 

図１ 天然記念物「駒草」 

   （石版画） 

写真２ 史跡「山形城址」 

右下：山形舊
きゅう

城址 追手門（現大手門）  

左上：山形城趾 搦
からめ

手
て

口（現西門） 

山 

形 

県 
 

 

県
史
だ
よ
り 

第
二
十
四
号 

 
 

 
 

 

令
和
六
年
三
月
五
日
発
行 

編
集
・
発
行 

 
 

山
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総
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高
等
教
育
政
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・
学
事
文
書
課
分
室 

県
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資
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ー
八
五
〇
一 

 
 

寒
河
江
市
大
字
西
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字
石
川
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三
五
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村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局 

電 

話 

〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
六 
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 図１ 天然記念物「駒草」 

    （石版画） 


